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Ⅰ．事業要旨

１．本事業の実施背景

令和元年５月10日子ども・子育て支援法の一部を改正する法律が成立し、認可外保育施設に

おいては、保育の必要性の認定を受けた場合、３～５歳児は月額3.7万円までの利用料を無償化、

０～２歳児は保育の必要性を受けた住民税非課税世帯の子どもたちを対象として、月額4.2万円

までの利用料無償化の施策がとられている。

この無償化の措置は、国が定める基準を満たした認可外保育施設が対象となっており、満た

していない施設においても５年間の経過措置がとられ、法施行後２年を目途に見直す旨の検討

が規定されている。

令和元年度、立入調査対象の認可外保育施設数13,624か所のうち、実施か所数は10,125か所

（74.3％）、更に認可外保育施設指導監督基準（平成13年３月29日雇児発第177号（別添）認可

外保育施設指導監督基準）（以下、指導監督基準）適合施設は6,053か所（59.8％）といずれも

十分な水準とはいえない状況である。

また、認可外保育施設での死亡事故数は減少傾向ではあるものの、平成27年から令和２年ま

でで32件もの死亡事故が発生しており、認可施設と比べて死亡事故件数が多い。

こうした状況を受け、一刻も早い指導監督の担当者の業務効率化と、各認可外保育施設に向

けた指導監督基準の周知徹底が求められているものと考える。

２．本事業の実施概要

認可外保育施設に対する指導監督を担当する職員及び認可外保育施設の運営者、職員等に向け、

指導監督基準について分かりやすく説明した映像資料、チェックリスト、リーフレットを制作。

映像資料は、都道府県等の指導監督担当者に向けた認可外保育施設指導監督の指針（平成13年

３月29日雇児発第177号〔別紙〕認可外保育施設指導監督の指針）（以下、指導監督の指針）に

ついての解説映像と、認可外保育施設の運営者や職員等に向けた指導監督基準についての解説映

像の２本制作した。

チェックリストは、認可外保育施設で勤務される職員に向けて、忘れがちかつ職員一人ひとり

の心がけによって改善が可能と考えられる指導監督基準の項目をリスト化した。

リーフレットは、認可外保育施設の運営者や職員、新規のベビーシッター登録者等に向けた指

導監督基準の入門書となるような内容で制作。

制作にあたっては、現場職員の意見を反映することをねらいとし、認可外保育施設運営を担当

している部署の協力を得て、現場職員や運営担当者へのヒアリングを実施。
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１．本事業の実施目的

認可外保育施設は令和元年10 月よりスタートした幼児教育・保育の無償化の対象となっ

ているが、指導監督基準を満たすことが要件とされている。

しかしながら、幼児教育・保育の無償化の施行後５年間は、指導監督基準を満たさずとも

無償化の対象となる経過措置規定が置かれているほか、この経過措置の施行の状況につい

て検討を加え、必要があると認める時は、その結果に基づいて所要の措置を講ずることと

されている。

この規定を踏まえ、認可外保育施設の質の維持・向上を図るため、各都道府県等における

指導監督業務の質の向上や効率化について、具体的な取組を検討する必要がある。

本事業は、その取組の一つとして、各都道府県等において認可外保育施設に対する指導

監督を担当する職員及び認可外保育施設の職員等に向け、指導監督基準等についての分か

りやすい映像資料、チェックリスト、リーフレットの制作を行う。
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Ⅱ．事業目的



Ⅲ．事業の実施内容

１．実施体制

本事業は、下記の体制によって実施した。
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構成 担当する事業の内容

株式会社
小学館集英社プロダクション
パブリックサービス事業部

・本事業全体の進行管理
・厚生労働省窓口
・制作物全体ディレクション
・映像制作ディレクション
・チェックリスト制作ディレクション
・リーフレット制作ディレクション
・リーフレット内容制作
・総合保育事業部窓口
・経理業務

株式会社
小学館集英社プロダクション
総合保育事業部

・映像内容制作
・チェックリスト内容制作
・制作物ヒアリング

１２月 １月 ２月 ３月

●

　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　●

報告書作成

映像試写＆修正

MA（ナレーション・BGM）

納品

撮影＆編集

デザイン
リーフレット

制作

ラフ案制作

ラフ案修正

事業のまとめ等

印刷・納品

デザイン修正

デザイン検討

業務項目

内容制作

修正

チェックリスト

制作

映像制作

納品

台本制作

台本修正

MC収録

２．実施経過

１）実施スケジュール

本事業の実施スケジュールは以下のとおりである。



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

２）映像制作

①【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

指導監督の指針についての解説映像は、都道府県等の指導監督担当者が認可外保育施設指導
監督についての理解を深められるように制作。認可外保育施設への立入調査実施率の向上へ寄
与することを目指した。

【台本制作】

台本制作にあたっては、指導監督の指針から、８つのポイントを挙げ内容を構成した。以下、
台本制作の過程を記載する。

【撮影・編集】

制作において、視聴者が該当場面をイメージしやすいよう保育所で子どもたちが過ごす様子
や、職員の様子等について撮影を実施。映像の編集にあたっては、視聴者にとって分かりやす
いものとなるよう、図や表を活用した。

6

制作日 制作内容

令和３年12月24日 映像１ MC台本 VTR台本の制作スタート

令和４年２月３日
映像１ MC台本 VTR台本の初稿完成

社内内容確認

令和４年２月９日
映像１ 各台本 厚生労働省及び社内内容確認

修正作業

令和４年２月16日
映像１ MC台本 VTR台本 第２稿完成

厚生労働省及び社内内容確認

令和４年３月３日 映像１ MC台本完成 VTR台本修正

令和４年３月７日
映像１ VTR台本

厚生労働省及び社内内容確認

令和４年３月22日 映像１ VTR台本完成

制作日 制作内容

令和４年２月28日
映像１ 保育施設にて映像素材撮影

映像編集スタート

令和４年３月16日 映像１ VTR①～⑤ チェック用動画完成 随時修正作業開始

令和４年３月17日 映像１ VTR⑥～⑧ チェック用動画完成 随時修正作業開始

令和４年３月22日 映像１ MC映像、VTR映像が完成

令和４年３月24日
映像１ ナレーション・BGM追加

最終修正作業

令和４年３月25日 映像１ 完成・納品



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

２）映像制作

①【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

【MC収録】

制作した映像では、単にスライドを流し続けるものにならないよう、MCで女性アナウンサー
を起用した。視聴者に向けたメッセージをより効果的に伝えることができると考えた。

【MA（ナレーション・BGM）】

映像の各VTRには、男性声優によるナレーションを入れている。温かみを感じる声によって、
視聴者に安心感を与えることができると考えた。また、各VTRの入りや、内容の変化に応じて効
果音を追加したり、BGMを挿入したりすることで映像にメリハリをつけている。
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制作日 制作内容

令和４年３月３日 映像１ MC台本完成

令和４年３月７日 映像１ MC収録

制作日 制作内容

令和４年３月22日 映像１ VTR台本完成

令和４年３月23日 映像１ ナレーション収録 BGM・SE確認



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

２）映像制作

②【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

指導監督基準についての解説映像は、指導監督を行う都道府県等職員のみならず、認可外保
育施設の運営主体及び勤務する職員が理解でき、基準を意識した運営を行うことができるよう
に分かりやすく伝えることを目指した。

【台本制作】

台本制作にあたっては、指導監督基準を８つの項目に分けて構成した。以下、台本制作の過
程について記載する。

【撮影・編集】

制作において、視聴者が該当場面をイメージしやすいよう保育所で子どもたちが過ごす様子
や、職員の様子等について撮影を実施。映像の編集にあたっては、視聴者にとって分かりやす
いものとなるよう、図や表を活用した。
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制作日 制作内容

令和３年12月24日 映像２ MC台本 VTR台本の制作スタート

令和４年１月25日
映像２ MC台本 VTR台本の初稿完成

社内内容確認 修正

令和４年２月２日 映像２ MC台本 VTR台本の第２稿完成

令和４年２月３日
映像２ 厚生労働省及び社内内容確認

修正作業

令和４年２月９日 映像２ MC台本 VTR台本の修正作業

令和４年３月３日 映像２ MC台本完成

令和４年３月７日
映像２ VTR台本

厚生労働省及び社内内容確認

令和４年３月22日 映像２ VTR台本完成

制作日 制作内容

令和４年２月28日
映像２ 保育施設にて映像素材撮影

映像編集スタート

令和４年３月９日 映像２ VTR①～④ チェック用動画完成 随時修正作業開始

令和４年３月14日 映像２ VTR⑤～⑧ チェック用動画完成 随時修正作業開始

令和４年３月22日 映像２ MC映像、VTR映像が完成

令和４年３月24日
映像２ ナレーション・BGM追加

最終修正作業

令和４年３月25日 映像２ 完成・納品



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

２）映像制作

②【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

【MC収録】

制作した映像では、単にスライドを流し続けるものにならないよう、MCで女性アナウンサー
を起用した。視聴者に向けたメッセージをより効果的に伝えることができると考えた。特に、
映像２は認可外保育施設の職員向けの側面があるため、各VTR間にMC映像を設けた。

【MA（ナレーション・BGM）】

映像の各VTRには、男性声優によるナレーションを入れている。温かみを感じる声によって、
視聴者に安心感を与えることができると考えた。また、各VTRの入りや、内容の変化に応じて効
果音を追加したり、BGMを挿入したりすることで映像にメリハリをつけている。

③ヒアリング調査

制作を行った映像１、映像２それぞれについて、認可外保育施設の職員、認可外保育施設マ
ネージャー等にヒアリング調査を実施した。ヒアリングは、経験年数が異なる職員等、様々な
人材を対象とし、現場職員の意見を確実に吸い上げることのできるよう工夫をした。以下、ヒ
アリング調査の内容について記載する。
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制作日 制作内容

令和４年３月３日 映像２ MC台本完成

令和４年３月７日 映像２ MC収録

制作日 制作内容

令和４年３月22日 映像２ VTR台本完成

令和４年３月23日 映像２ ナレーション収録 BGM・SE確認

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設統括マネージャー

認可外保育施設マネージャー

認可外保育施設マネージャー

認可外保育施設マネージャー

【ヒアリング対象者】



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

２）映像制作

③ヒアリング調査

ヒアリング調査については、映像台本、映像を見ていただき、感想や改善した方が良いポイ
ント等について聞き取りを実施。改善した方が良いポイントについては、可能な範囲で映像に
反映した。ヒアリングは、３月17日までの制作段階の映像、台本を見せることで実施した。
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意見の分類 意見内容

全体について

【感想】
・自治体から送られてくる書面よりも、映像の方がわかりやすい。
・保育施設全体にこの映像の存在が分かり、子どもや保護者が
安心して預けられる施設が増えると良いと思った。

・保育施設運営も映像があると良いと思った。例えば、
保育の内容、危機管理のところ、ガイドライン全般の
ダイジェストといった内容。

台本について

【感想】
・台本を読んだが、文字だけだと難しく感じる。
・映像１の台本を読んで、知らないことがたくさんあったので
しっかり作られていると感じた。

・まとまっているので、わかりやすい。
・難しい文章を読んでもわからなかったこともあったが、
今回の台本を読んでわかった。

・届け出をしていないところはきっとこのような映像も
視ないのではないかと思う。

映像について

【感想】
・映像１と映像２に分かれているので確認しやすい。
・映像１に関して、はじめ施設運営者に向けてなのか不明だった
が、自治体向けとわかった。

・映像１は、難しい言い回しが多いと感じたが、
自治体職員向けなら大丈夫なのだろう。

・映像２で、映像を流していると細かい文字を読むことが難しい
と感じたが、 YouTubeに掲載するということで映像を止めて
確認することができると知って安心した。

・ナレーションがとてもわかりやすい。映像２は長いと思ったが
小分けでみれるようになっているので、忙しい現場でも
分けてみることができる。

【改善事項】
・映像１・２で、職員の個人名が判別できるところが多々あり。
・保育士の爪が長い画像は使わない方が良いのでは。
・映像２のVTR②でプールの場面があるが、上半身裸の画像は
使わない方が良い。

・映像２のVTR⑦で乳幼児突然死症候群に触れている場面の
赤ちゃんが仰向け寝になっていないので画像変更した方がいい。



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

３）チェックリスト制作

①チェックリストの制作過程

指導監督基準の中で、勤務する職員や事業者が意識づけをすることで改善可能な項目につい
て抽出し、チェックリスト化した。以下、チェックリスト制作の過程について記載する。

②ヒアリング調査

制作を行ったチェックリストについて、認可外保育施設の職員、認可外保育施設マネー
ジャー等にヒアリング調査を実施した。ヒアリングは、経験年数が異なる職員等、様々な人材
を対象とし、現場職員の意見を確実に吸い上げることのできるよう工夫をした。以下、ヒアリ
ング調査の内容について記載する。
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制作日 制作内容

令和４年２月８日 チェックリスト デザイン検討スタート

令和４年３月４日 チェックリスト素案 完成

令和４年３月14日
チェックリスト素案 厚生労働省内容確認
修正作業

令和４年３月16日 チェックリスト修正稿 完成

令和４年３月24日 チェックリスト 厚生労働省内容確認

令和４年３月25日
最終修正
完成・納品

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設統括マネージャー

認可外保育施設マネージャー

認可外保育施設マネージャー

認可外保育施設マネージャー

【ヒアリング対象者】



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

３）チェックリスト制作

②ヒアリング調査

ヒアリング調査については、制作したチェックリストを見ていただき、使い勝手や感想等に
ついて聞き取りを実施。改善した方が良いポイントについては、可能な範囲で反映した。ヒア
リングは、３月24日までの制作物を見せることで実施した。
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意見の分類 意見内容

全体について

・定期的に振り返ることで、つい忘れてしまう漏れがちな業務を
再確認できると感じた。

・施設長だけでなく、多くの職員の目で確認できるので業務が
効率化できる。

・チェックリストを基に役割分担をすることで、
職員の参加意識が高まる。

・認可外保育施設として、守るべき項目が全員に周知できる。
・日々、現場中心となり、指導監督基準を
振り返る時間がないが、チェックリストがあることにより、
優先順位をつけて業務をすすめることができる。

・認可保育施設指導監督基準は頭に入れていたつもりでしたが、
チェックリストがあると項目の変化等があった場合に
再認識しやすい。

・指導監督基準について、自分の理解に
「思い込み」もあったことが分かった。

・「誰が」「いつ」「何を」「行う」が明確になる。

１日に６名以上の
乳幼児が利用する
施設について

・０歳の保育カリキュラム、デイリープログラムは作成するのが
難しいが今後は月齢に合ったものを具体的に作成していきたい。

・認可外保育施設に通園する園児も認可保育園に通園する園児と
なるべく同じ環境を目指し、できる限り、乳幼児の成長に配慮
した保育環境をつくっていく必要があると感じました。

１日に５名以下の
乳幼児が利用する
施設について

・小規模施設ではあるが、保育所保育指針をより理解し、
運営にあたらなくてはいけないと感じました。

・（保護者より健康診断の提出を受ける施設）継続して保育を
している児童の健康診断は入所時に提出いただくが、
その後の年2回の健診結果をもらい忘れることがあるので、
今後、リスト等を活用して漏れのないようにしていきたい。

・施設及びサービスに関する内容の掲示は新項目があることに気
づいたので、定期的に指導監督基準を確認する必要性を感じた。

ベビーシッターに
ついて

・避難経路、避難場所、消火用具の場所など事前に保護者とよく
話し合っておかなければならないと感じた



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

４）リーフレット制作

①リーフレットの制作過程

本事業で制作を行った「【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像」
「チェックリスト」へつなげるためそれぞれのQRコードを掲載。認可外保育施設の運営者、職
員等が指導監督基準について学ぶ際の入門書のようなリーフレットとなることを目指し制作し
た。以下、制作過程について記載する。

②ヒアリング調査

制作したリーフレットについて、認可外保育施設の職員、認可外保育施設マネージャー等に
ヒアリング調査を実施した。ヒアリングは、経験年数が異なる職員等、様々な人材を対象とし、
現場職員の意見を確実に吸い上げることのできるよう工夫をした。以下、ヒアリング調査の内
容について記載する。
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制作日 制作内容

令和４年２月９日
リーフレット ラフ案完成
内容確認

令和４年２月14日
ラフ案修正 第２稿完成
厚生労働省内容確認

令和４年２月21日
ラフ案修正 第３稿完成
厚生労働省内容確認

令和４年３月15日 ラフ案 最終稿完成

令和４年３月22日
リーフレットデザイン案 ２案完成
厚生労働省及び社内内容確認

令和４年３月23日
リーフレットデザイン決定
社内修正作業

令和４年３月24日 リーフレット 厚生労働省最終確認

令和４年３月25日
最終修正
完成・データ納品

令和４年３月31日 印刷物 納品

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設職員

認可外保育施設統括マネージャー

認可外保育施設マネージャー

認可外保育施設マネージャー

認可外保育施設マネージャー

【ヒアリング対象者】



Ⅲ．事業の実施内容

２．実施経過

４）リーフレット制作

②ヒアリング調査

ヒアリング調査については、制作したリーフレットを見ていただき、感想等について聞き取
りを実施。改善した方が良いポイントについては、可能な範囲で反映した。ヒアリングは、３
月23日までの制作物を見せることで実施した。
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意見の分類 意見内容

全体について

・リーフレットがあると、手に取って読むと思う。
・映像の内容を更にまとめて記載してあるのでわかりやすい。
・認可外の届出がまだできていない施設に、どのように配布
するのかが気になる。

・リーフレットは、施設を経営している人たちがみるものだと思
うが、保護者にも広く手に取れるようになると勉強になり、
保育施設を選ぶ時に良いと思う。

・保護者だけでなく、保育士も知っていると良いと感じます。
・届出をしていないと、保育料無償化の対象外になると初めて
知った。きっと知らないところが多いと思うので、早く配布
したほうが良いと思う。

・認可外保育施設の運営のポイントとなっていたが、経営のこと
が中心だと思った。

・お金に係る文章が目立っているので、内容をみて運営が恐いと
感じてしまった。

改善事項について

・表紙の「認可外保育施設を運営する方」と「認可外保育施設の
運営者の方」という表現が混在しているので統一した方が良い。

・中面左側のイラストや写真が虐待等の話題に合っていないので、
変更した方が良い。



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

以下、指導監督の指針についての解説映像のキャプチャ画像と各VTRの概要について記載をす
る。

① MCオープニング

本動画が、都道府県等の職員に向けて制作された映像であることを伝え、指導監督の指針に
ついて８つのポイントで解説していくことを明らかにしている。
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【MCオープニング】

② VTR①なぜ、認可外保育施設への指導監督が求められているか？

営利を優先し、十分でない環境で保育を行う認可外保育施設での死亡事故等が社会問題と
なったことを伝え、認可外保育施設の質の向上、安心安全な保育環境を実現するための指導監
督であることを解説。

【VTR①なぜ、認可外保育施設への指導監督が求められているか？】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

③ VTR②対象となる施設とは？

認可外保育施設指導監督の対象となる施設について解説。ベビーシッターも対象となる点や、
幼稚園等の幼児教育を目的とした施設でも乳幼児が保育されている実態がある場合は法の対象
となる点も注意を促している。
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④ VTR③すべての認可外保育施設を把握できている？

届出対象外となる施設、届出対象外施設についても年１回以上の運営状況報告が求められて
いること、届出対象外の形態であっても、届出対象となる場合があることについて解説してい
る。

【VTR②対象となる施設とは？】

【 VTR③すべての認可外保育施設を把握できている？】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

⑤ VTR④正しく届出が出されている？

認可外保育施設が届出を行う際、届出に記載すべき事項、開設後１か月を経過しても届出が
ない場合の対処について解説している。
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⑥ VTR⑤認可外保育施設の状況把握はどうする？

認可外保育施設の状況把握として、報告徴収と立入調査の２つについて解説。報告徴収では、
速やかに報告させる必要がある事例を解説。立入調査では、年１回以上実施すること、ベビー
シッターは立入調査に代えて講習等を実施することを解説している。

【VTR④正しく届出が出されている？】

【VTR⑤認可外保育施設の状況把握はどうする？】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

⑦ VTR⑥立入調査が間に合わない！

すべての認可外保育施設へ立入調査が実施できない都道府県等について、やむを得ず項目を
絞って実施する等の措置について解説。また、必ず年１回以上実施する必要がある施設も解説。
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⑧ VTR⑦要注意！問題があると考えられる施設とは？

問題があると考えられる施設の特徴について解説。特徴に当てはまる施設に対して重点的な
指導監督が実施できるよう立入調査の実施計画を策定することについても触れている。

【VTR⑥立入調査が間に合わない！】

【VTR⑦要注意！問題があると考えられる施設とは？】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

⑨ VTR⑧改善に向けてできること

立入調査の結果、指導監督基準等に照らして改善を求める必要がある施設に対する措置につ
いて解説。改善指導、改善勧告、公表、事業停止命令または施設閉鎖命令について解説。
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⑩ MCエンディング

指導監督を担当する職員が、指導監督の指針や指導監督基準を確実に理解することで子ども
たちの安心安全な保育につながることを伝えている。

【VTR⑧改善に向けてできること】

【 MCエンディング】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

① MCオープニング

指導監督基準の文章量の多さによって、すべて読んで理解するには骨が折れると考えられる
ことから、映像にすることで理解促進をねらいとしていることを伝えている。
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② VTR①求められる「保育」とは

認可外保育施設が求められる保育のカリキュラム、遊具、玩具等や、保育従事者が必要な保
育姿勢、保護者との連絡体制等について解説している。

【MCオープニング】

【VTR①求められる「保育」とは】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

③ VTR②職員配置や資格要件を確認しよう

認可外保育施設が安全な保育を行うため、乳幼児の数に応じた職員配置が必要となること、
職員が有するべき資格について解説している。
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④ VTR③保育室のスペースを確認しよう

１日に保育する乳幼児の数が６人以上の施設、５人以下の施設それぞれに必要となる保育室
の広さや、部屋の種類について解説している。

【 VTR②職員配置や資格要件を確認しよう】

【 VTR③保育室のスペースを確認しよう】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

⑤ VTR④緊急時への対応を確認しよう

子どもたちの安全を守るために必要となる災害時に必要な設備や、災害発生時の備えについ
て解説している。
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⑥ VTR⑤保育室が２階以上にある場合の注意点

原則１階に設けることが望ましい保育室を２階以上に設ける場合の注意事項について解説。
２階の場合、３階の場合、４階以上の場合それぞれについて解説している。

【 VTR④緊急時への対応を確認しよう】

【 VTR⑤保育室が２階以上にある場合の注意点】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

⑦ VTR⑥安全な食が提供できているか確認しよう

食事を提供する際の衛生管理、アレルギー対応等について解説。特に、アレルギー対応は保
護者と連携し、医師の診断及び指示に基づき適切な対応が必要となることを解説。
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⑧ VTR⑦子どもの安全を守るためにできること

子どもの安全を守るために気を付けるべきことを８項目に分けて解説している。

【VTR⑥安全な食が提供できているか確認しよう】

【VTR⑦子どもの安全を守るためにできること】



Ⅳ．調査等の結果

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

⑨ VTR⑧利用者への情報提供

利用者へ提供すべき情報について解説。掲示する必要のあるサービス内容の詳細や、利用者
へ交付する書面に記載すべき内容について解説している。
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⑩ MCエンディング

指導監督基準は保育に携わる者が守るべきルールであり、子どもの命を預かる以上守ること
が責務であることを伝えている。詳しい情報に飛べるよう厚生労働省のサイトQRコードを掲載
している。

【 VTR⑧利用者への情報提供】

【MCエンディング】



Ⅳ．調査等の結果

２．チェックリスト制作

１）１日に６名以上の乳幼児が利用する施設

以下、指導監督基準のうち、１日に６名以上の乳幼児が利用する施設に該当する項目の中で、
職員の意識付け等によって改善することができると考えられる項目についてまとめたチェック
リストを掲載する。
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【チェックリスト（６名以上施設）】

☑ チェック項目 備考欄

1
乳幼児の安全で清潔な環境や健康的な生活リズム（遊び、運動、睡眠等）に十分配慮がなされた
保育の計画を作成し（保育のカリキュラム、デイリープログラムの作成を含みます）実行していますか？

2
年齢に応じた玩具、絵本、紙芝居など必要な遊具、保育用品等を備えていますか？
それらは安全で衛生的ですか？

3
施設内研修を行う等、保育従事者が保育所保育指針を理解する機会を設け、人間性及び専門性の
向上に努めていますか？

4
児童の身体及び保育中の様子並びに家族の態度等から、虐待等不適切な養育が疑われる場合は
児童相談所等の専門機関と連携する等の体制をとっていますか？

5 消火用具の設置場所は適切で、使用方法等を職員全員が理解していますか？

6 非常災害に対する具体的計画（消防計画）を作成していますか？
地方自治体のHP等に消防計画
の作成例が掲載されている場
合があります。

7
おおむね毎月1回以上の避難訓練（消火活動、通報連絡、避難誘導等の実地訓練）を
実施していますか？

8

調理室、調理、配膳、食器等の衛生管理を適切に行っていますか？
　・食器類やふきん、まな板、なべ等は十分に殺菌したものを使用していますか？
　・ほ乳瓶は使用するごとによく洗い、滅菌していますか？
　・調理室が汚れていたり、残飯等が放置されていたりすることなく、清潔に保たれていますか？
　・食器類等を、（十分に消毒せずに）乳幼児や保育従事者の間で共有されていませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

9 身長や体重の測定等、基本的な発育チェックを毎月、定期的に行っていますか？

10
継続して保育している児童の健康診断を入所時及び1年に2回実施していますか？
※直接できない場合は、保護者から健康診断の提出を受ける又は母子手帳の写しを提出してもらい、
健康状態を確認をしていますか？

11 職員の採用時及び1年に1回の健康診断を実施していますか？

職員の健康診断は、労働安全
衛生法上で義務づけられてお
り、違反した場合は50万円以下
の罰金刑の対象となることに留
意してください。

12
睡眠中の乳幼児は原則仰向けにし、その顔色や呼吸の状態をきめ細かく観察することにより、
乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する注意をはらっていますか？

13 施設及びサービスに関する内容が掲示されていますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式14）。

14 利用者に対し、契約内容を記載した書面等を交付していますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式15）。

15 利用予定者に対し、提供するサービスを利用するための契約内容等について十分に説明していますか？

16
職員の氏名、連絡先、職員の資格を証明する書類の写し、採用年月日等が記載された
帳簿等はありますか？

17 労働者名簿、賃金台帳等、労働基準法で備え付けが義務になっている帳簿等はありますか？

お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト

※このチェックリストは、毎年の立入調査において、基準に適合していない項目として、上位に挙げられる項目の中で、
多大なコストや労力をかけず、少しの意識付けにより改善できると考えられるものを中心にまとめたものです。
そのため、このチェックリスト以外にも、満たすべき指導監督基準項目があることには留意ください。

令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業

制作：株式会社小学館集英社プロダクション

（１日に６名以上の乳幼児が利用する施設）



Ⅳ．調査等の結果

２．チェックリスト制作

２）１日に５名以下の乳幼児が利用する施設

以下、指導監督基準のうち、１日に５名以下の乳幼児が利用する施設に該当する項目の中で、
職員の意識付け等によって改善することができると考えられる項目についてまとめたチェック
リストを掲載する。
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【チェックリスト（５名以下施設）】

☑ チェック項目 備考欄

1
乳幼児の安全で清潔な環境や健康的な生活リズム（遊び、運動、睡眠等）に十分配慮がなされた
保育の計画を作成し（保育のカリキュラム、デイリープログラムの作成を含みます）実行していますか？

2
年齢に応じた玩具、絵本、紙芝居など必要な遊具、保育用品等を備えていますか？
それらは安全で衛生的ですか？

3
施設内研修を行う等、保育従事者が保育所保育指針を理解する機会を設け、人間性及び専門性の
向上に努めていますか？

4
児童の身体及び保育中の様子並びに家族の態度等から、虐待等不適切な養育が疑われる場合は
児童相談所等の専門機関と連携する等の体制をとっていますか？

5 消火用具の設置場所は適切で、使用方法等を職員全員が理解していますか？

6
災害の発生に備えて、緊急時の対応の具体的内容、手順、職員の役割分担等が記された計画は
作成されていますか？

地方自治体のHP等に掲載され
ている消防計画の作成例も参
考になります。

7
おおむね毎月1回以上の避難訓練（消火活動、通報連絡、避難誘導等の実地訓練）を
実施していますか？

8

調理室、調理、配膳、食器等の衛生管理を適切に行っていますか？
　・食器類やふきん、まな板、なべ等は十分に殺菌したものを使用していますか？
　・ほ乳瓶は使用するごとによく洗い、滅菌していますか？
　・調理室が汚れていたり、残飯等が放置されていたりすることなく、清潔に保たれていますか？
　・食器類等を、（十分に消毒せずに）乳幼児や保育従事者の間で共有されていませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

9 身長や体重の測定等、基本的な発育チェックを毎月、定期的に行っていますか？

10
継続して保育している児童の健康診断を入所時及び1年に2回実施していますか？
※直接できない場合は、保護者から健康診断の提出を受ける又は母子手帳の写しを提出してもらい、
健康状態を確認をしていますか？

11 職員の採用時及び1年に1回の健康診断を実施していますか？

職員の健康診断は、労働安全
衛生法上で義務づけられてお
り、違反した場合は50万円以下
の罰金刑の対象となることに留
意してください。

12
睡眠中の乳幼児は原則仰向けにし、その顔色や呼吸の状態をきめ細かく観察することにより、
乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する注意をはらっていますか？

13 施設及びサービスに関する内容が掲示されていますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式14）。

14 利用者に対し、契約内容を記載した書面等を交付していますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式15）。

15 利用予定者に対し、提供するサービスを利用するための契約内容等について十分に説明していますか？

16
職員の氏名、連絡先、職員の資格を証明する書類の写し、採用年月日等が記載された
帳簿等はありますか？

17 労働者名簿、賃金台帳等、労働基準法で備え付けが義務になっている帳簿等はありますか？

お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト

※このチェックリストは、毎年の立入調査において、基準に適合していない項目として、上位に挙げられる項目の中で、
多大なコストや労力をかけず、少しの意識付けにより改善できると考えられるものを中心にまとめたものです。
そのため、このチェックリスト以外にも、満たすべき指導監督基準項目があることには留意ください。

令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業

制作：株式会社小学館集英社プロダクション

（１日に５名以下の乳幼児が利用する施設）



Ⅳ．調査等の結果

２．チェックリスト制作

３）ベビーシッターを複数雇用する事業者

以下、指導監督基準のうち、ベビーシッターを複数雇用する事業者向けの項目の中で、少し
の意識付けによって改善することができると考えられる項目についてまとめたチェックリスト
を掲載する。
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【チェックリスト（ベビーシッターを複数雇用する事業者）】

☑ チェック項目 備考欄

1

乳幼児の安全で清潔な環境や健康的な生活リズム（遊び、運動、睡眠等）に
十分配慮がなされた保育が行われるよう、子どもの発達の特徴に関する事項、
授乳、離乳食、食事の介助、睡眠・休息、排泄、入浴、清潔、だっこ、遊び等に関する事項について
業務マニュアルを作成し、ベビーシッターに周知していますか？

2
玩具、救急用品等の子どもの健康や安全管理に関わるもの等、
保育の実施に必要な備品等の用意について保護者に協力を求めていますか？

3
ベビーシッターが、保育士や看護士の資格を有していない場合、
都道府県等が行う保育に従事する者に関する研修等を修了していますか？

修了が必要な研修については、
届出を提出する都道府県等に
お問い合わせください。

4
児童の身体及び保育中の様子並びに家族の態度等から、虐待等不適切な養育が疑われる場合は、
児童相談所等の専門機関と連携する等の体制をとっていますか？

5
避難経路、消火用具等の場所の確認等、火災、地震等の災害発生時における対処方法等について、
業務マニュアルを整備し、ベビーシッターに周知し、定期的な訓練をしていますか？

6
預かりの際、健康状態の観察や、保護者からの乳幼児の報告を受けていますか？
（体温、排便、食事、睡眠、表情、皮膚の異常の有無、期限等）

7 ベビーシッターの採用時及び1年に1回の健康診断を実施していますか？

職員の健康診断は、労働安全
衛生法上で義務づけられてお
り、違反した場合は50万円以下
の罰金刑の対象となることに留
意してください。

8
睡眠中の乳幼児は原則仰向けにし、その顔色や呼吸の状態をきめ細かく観察することにより、
乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する注意をはらうことについて業務マニュアルを作成し、
ベビーシッターに周知していますか？

9 施設及びサービスに関する内容を提示していますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式14）。

10 利用者に対し、契約内容を記載した書面等を交付していますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式15）。

11 利用予定者に対し、提供するサービスを利用するための契約内容等について説明していますか？

12
職員の氏名、連絡先、職員の資格を証明する書類の写し、採用年月日等が記載された
帳簿等はありますか？

13 労働者名簿、賃金台帳等、労働基準法で備え付けが義務になっている帳簿等はありますか？

お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト

※このチェックリストは、これまでの立入調査の結果、施設型の事業者において、基準に適合していない項目として、
上位に挙げられる項目を参考とした上で、多大なコストや労力をかけず、
少しの意識付けにより改善できると考えられる事項を中心にまとめたものです。
そのため、このチェックリスト以外にも、満たすべき指導監督基準項目があることには留意ください。

令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業

制作：株式会社小学館集英社プロダクション

（ベビーシッターを複数雇用する事業者）



Ⅳ．調査等の結果

２．チェックリスト制作

４）個人のベビーシッター

以下、指導監督基準のうち、個人のベビーシッターに該当する項目の中で、少しの意識付け
等によって改善することができると考えられる項目についてまとめたチェックリストを掲載す
る。
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【チェックリスト（個人のベビーシッター）】

☑ チェック項目 備考欄

1

乳幼児の安全で清潔な環境や健康的な生活リズム（遊び、運動、睡眠等）に
十分配慮がなされた保育が行われるよう、子どもの発達の特徴に関する事項、
授乳、離乳食、食事の介助、睡眠・休息、排泄、入浴、清潔、だっこ、遊び等に関する事項について
配慮していますか？

2
玩具、救急用品等の子どもの健康や安全管理に関わるもの等、
保育の実施に必要な備品等の用意について保護者に協力を求めていますか？

3
保育士や看護士の資格を有していない場合、
都道府県等が行う保育に従事する者に関する研修等を修了していますか？

修了が必要な研修については、
届出を提出する都道府県等に
お問い合わせください。

4
児童の身体及び保育中の様子並びに家族の態度等から、虐待等不適切な養育が疑われる場合は、
児童相談所等の専門機関と連携する等の体制をとっていますか？

5
避難経路、消火用具等の場所の確認など、火災、地震等の災害発生時における対処方法等について
検討した上で、実施していますか？

6
預かりの際、健康状態の観察や、保護者からの乳幼児の報告を受けていますか？
（体温、排便、食事、睡眠、表情、皮膚の異常の有無、機嫌等）

7
睡眠中の乳幼児は原則仰向けにし、その顔色や呼吸の状態をきめ細かく観察することにより、
乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する注意をはらっていますか？

8 施設及びサービスに関する内容を提示していますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式14）。

9 利用者に対し、契約内容を記載した書面等を交付していますか？
指導監督基準に様式がありま
す（様式15）。

10 利用予定者に対し、提供するサービスを利用するための契約内容等について十分に説明していますか？

お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト

※このチェックリストは、これまでの立入調査の結果、施設型の事業者において、基準に適合していない項目として、
上位に挙げられる項目を参考とした上で、多大なコストや労力をかけず、
少しの意識付けにより改善できると考えられる事項を中心にまとめたものです。
そのため、このチェックリスト以外にも、満たすべき指導監督基準項目があることには留意ください。

令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業

制作：株式会社小学館集英社プロダクション

（個人のベビーシッター）



Ⅳ．調査等の結果

３．リーフレット制作

リーフレットは、認可外保育施設の運営者や職員、新規のベビーシッター登録者等に向けた
指導監督基準の入門書となるような内容で制作をした。以下、制作したリーフレットを掲載す
る。
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【リーフレット表面】

【リーフレット中面】



Ⅴ．分析・考察

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

本事業で制作した「【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像」を視聴
することで指導監督の指針について理解できる内容となっているのか、各VTRが指導監督の指針
のどこに該当するのか、必要な情報が網羅されているのかについての分析・考察を以下、記載
する。
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分析・考察

VTR①

VTR①は、認可外保育施設への指導監督が求められている理由について
紹介している。特に都市部を中心に急増したベビーホテルをはじめとする
認可外保育施設では、営利を優先するあまり環境面に不備のある場合も多
く、死亡事故が発生する等社会問題となったことに触れ、令和２年にも死
亡事故が２件発生する現状が社会的な課題となっていることを説明してい
る。
また、社会的な課題を抱えていながらも、令和元年度の立入調査実施施

設のうち、指導監督基準を満たしている施設が約60％にしか満たないこと
を紹介することで、映像を視聴している都道府県等職員に対し、指導監督
の実施に関する意識等を見直してもらう意図を設けている。
指導監督の指針のうち、VTR①は「第１総則の１この指針の目的及び趣

旨」に該当している。

VTR②

VTR ②は、指導監督の対 象となる認可外保育施設について説明している。
指導監督の指針のうち、「第１総則の２この指針の対象となる施設」に該
当する。指導監督の指針では、対象となる施設は児童福祉法の項に基づい
て説明されているため、どのような施設が対象となるのか分かりにくいと
考えられる。そのため、映像では法律に該当する具体的な施設名を取り上
げて説明している。
また、指導監督の指針「（留意事項１）幼稚園が行う預かり保育の取扱

い」「（留意事項２）教育を目的とする施設の取扱い」「（留意事項３）
法第６条の３第１１項に規定する業務を目的とする施設の取扱い」につい
ても、漏れなく触れている。

VTR③

VTR③は、認可外保育施設の把握に関する情報について説明している。
指導監督の指針のうち、「第１総則の４認可外保育施設の把握」に該当す
る。認可外保育施設については、届出を待つだけでなく管内市区町村の協
力を得て、速やかな把握に努めることが大切であることを説明している。
また、「（留意事項８）届出対象施設」で記載されている、届出対象外

の施設についても紹介し、届出対象外の形態をとる施設の中でも、対象児
童が限定されていることが確認できない施設や、対象児童以外の乳幼児が
保育されている実態がある場合は届出の対象となることを注意喚起してい
る。
届出対象の施設はもちろんのことながら、届出対象外の施設についても

できるだけ把握するように努めていただきたいことを明記している。



Ⅴ．分析・考察

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像

31

分析・考察

VTR④

VTR④は、認可外保育施設が届出をする際に記載すべき事項について説
明している。指導監督の指針のうち、「（留意事項９）届出事項」に該当
する部分である。届出事項は映像の中で、表で掲載し、できるだけシンプ
ルな表現となるように工夫をしている。
ベビーシッター事業の設置者や、１日に保育する乳幼児の数が５人以下

の施設、子どもの預かりマッチングサイトを利用する設置者といった追加
で届出が必要となる事業形態についても説明をしている。
届出がされない場合の対処についても触れ、適切な対応がなされるよう

な映像としている。

VTR⑤

VTR⑤は、認可外保育施設の状況把握をするための報告徴収と立入調査
について説明している。指導監督の指針のうち、「第２通常の指導監督の
２報告徴収」「第２通常の指導監督の３立入調査」に該当する。
報告徴収は、年１回以上、届出事項と同様の事項について文書により回

答を求めることが基本であるが、事故が生じた場合、長期滞在児がいる場
合、届出事項に変更が生じた場合、事業を廃止または休止した場合につい
ては速やかに報告させる必要があることを説明している。事故が生じた場
合では、死亡事故、治療に30日以上を要する重大事故、意識不明となる事
故、食中毒について触れている。長期滞在児がいる場合では、長期滞在児
となる条件、長期滞在児がいた場合の対応について詳しく説明している。
立入調査は、原則年１回以上行う必要があることを説明し、ベビーシッ

ター事業については講習等の集団指導を年１回以上行う必要があることを
説明している。

VTR⑥

VTR⑥は、立入調査をすべての施設に実施できない場合のやむを得ない
対処等について説明している。指導監督の指針のうち、「第２通常の指導
監督の３立入調査」に該当する。
都道府県等職員の関心を引くため、VTRの冒頭で令和元年度立入調査の

実施状況を紹介し、立入調査が間に合っていない地域があることを周知し
ている。
認可外保育施設の届出数が多く、年１回以上の立入調査が実施できない

場合、対象施設を絞り、重点的に指導監督を行うこともやむを得ないが、
ベビーホテルについては事故の危険性が高いと考えられるため必ず年１回
以上の立入調査が必要であることを説明。立入調査を行う際の項目減や優
先順位付けによって、すべての施設が指導監督を受けられるようにする手
助けを映像で行っている。



Ⅴ．分析・考察

１．映像制作

１）【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像
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分析・考察

VTR⑦

VTR⑦は、問題を有すると考えられる施設の特徴について 紹介している。
指導監督の指針のうち、「（留意事項19）以下のいずれかに該当する施設
は、『問題を有すると考えられる施設』に該当すると考えられること。」
に該当する。
立入調査の実施計画は、届出対象施設であるかないかに関わらず、問題

を有すると考えられる施設に重点的に指導ができるよう配慮して策定する
必要があることを説明。問題を有すると考えられる施設の特徴についても
紹介し、当てはまる施設について優先して立入調査が行えるようにしてい
る。
通報や苦情等により、子どもの生命・身体・財産に重大な被害が生じる

恐れを把握した場合は、特別立入調査を行うことも検討するよう注意を促
している。

VTR⑧

VTR⑧は、指導監督の結果、改善を求める必要がある場合の措置につい
て説明している。指導監督の指針のうち、「第３問題を有すると認められ
る場合の指導監督の２改善指導」「第３問題を有すると認められる場合の
指導監督の３改善勧告」「第４事業停止命令または施設閉鎖命令」に該当
する。
改善を求める必要があると認められた場合の４つの措置、「改善指導」

「改善勧告」「公表」「事業停止命令または施設閉鎖命令」についてそれ
ぞれ詳しく解説している。
それぞれの措置ついて説明した後、近年のベビーシッター等による児童

に対するわいせつ事案を紹介し、児童の生命身体に著しい悪影響を与える
行為が働かれ、それが裁判等で確定した場合は事業停止命令を行う必要が
あることにも触れている。また、児童の福祉を確保すべき緊急の必要があ
る場合には、直ちに事業停止命令・施設閉鎖命令を行うことも必要である
ことを説明している。



Ⅴ．分析・考察

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像
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本事業で制作した「【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像」を視聴す
ることで指導監督基準について理解できる内容となっているのか、各VTRが指導監督基準のどこ
に該当するのか、必要な情報が網羅されているのかについての分析・考察を以下、記載する。

分析・考察

VTR①

VTR①は、認可外保育施設で求められる保育内容について説明している。
指導監督基準の「第５ 保育内容」に該当する。指導監督基準に沿って、
保育の内容、保育従事者の保育姿勢、保護者との連絡等の順番で制作して
いる。
保育の内容では、児童の年齢ごとの特徴を紹介。健康的な生活リズムが

保たれるような保育の計画を設定し実行すること、児童への関わりが少な
い放任的な保育になってはいけないこと、必要な遊具、保育用品等を備え
る必要があることを説明している。
保育従事者の保育姿勢では、児童の最善の利益を考慮すること、人間性

及び専門性の向上に努めること、児童の人権に配慮すること等を説明。
保護者との連絡等では、連絡帳等により保護者と密接な連絡を取ること

の大切さ等を説明。

VTR②

VTR②は、必要な職員配置や資格要件について説明している。指導監督
基準の「第１ 保育に従事する者の数及び資格」に該当する。指導監督基
準に沿って、１日に保育する乳幼児の数が６人以上の施設、６人以上19人
以下の施設、５人以下の施設、ベビーシッター、それぞれについて職員の
配置数や資格要件について説明。
指導監督基準では、「児童福祉法第６条の３第９項に規定する業務を目

的とする施設」といった表記がされていることで理解が難しいと思われる
箇所を、施設種別の名称表記としている。
１日の中で、重大事故が発生しやすい睡眠中、水遊び中、食事中等につ

いては実態に応じて職員を適切に配置することが求められることについて
も注意を促している。

VTR③

VTR③は、保育室のスペースについて説明している。指導監督基準の
「第２ 保育室等の構造、設備及び面積」に該当する。指導監督基準に
沿って、１日に保育する乳幼児の数が６人以上の施設、５人以下の施設、
ベビーシッター、人数に関わらない共通事項について説明。
ここでも、指導監督基準では表現が難しい部分を簡易なものにして映像

を構成している。１歳児未満の乳児の保育を行う際には、幼児の保育を行
う場所と部屋を分ける必要があることに触れながら、部屋を分けられない
場合の代替措置であるベビーフェンスについて映像で紹介しながら構成し
ている。



Ⅴ．分析・考察

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像
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分析・考察

VTR④

VTR④は、非常災害等の緊急時への対応について説明している。指導監
督基準の「第３ 非常災害に対する措置」に該当する。指導監督基準に
沿って、災害時に必要となる設備や定期的な訓練について解説。
災害時に必要な設備については、実物の画像を活用し、視聴している方

がイメージしやすいよう工夫をしている。
災 害発生時の備えとして必要となる、マニュアルや保護者との連絡体制、

児童の引き渡し方法等の関する確認等についても触れている。

VTR⑤

VTR⑤は、保育室が２階以上にある場合の注意点について解説している。
指導監督基準の「第４ 保育室を２階以上に設ける場合の条件」に該当す
る。
指導監督基準に沿って、保育室を２階に設ける場合、３階に設ける場合、

４階以上に設ける場合、それぞれについて必要となる設備等を説明。保育
室を２階に設ける場合、３階に設ける場合、４階以上に設ける場合で少し
ずつ異なる設備を表で表し、できるだけ易しい表現にしている。
ただ、映像内ですべての情報を網羅することが難しい面もあったため、

厚生労働省通知を参照にするよう伝え、特に保育室を４階以上に設ける場
合については詳細を確認するよう注意喚起をしている。

VTR⑥

VTR⑥は、給食について説明している。指導監督基準の「第６ 給食」
に該当する。指導監督基準に沿って、衛生管理の状況、食事内容等の状況
について解説している。
衛生管理については、清潔な調理設備を映像で流しながら表で配慮事項

を記載している。
食事内容では、調理シーン、乳幼児が食事をしている様子を流し食事提

供の際のイメージをしやすくしている。また、食事提供においてはアレル
ギー疾患等命にかかわる場面も想定されることから、保護者と連携し、医
師の診断及び指示に従い適切な対応を行うよう注意喚起をしている。



Ⅴ．分析・考察

１．映像制作

２）【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像
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分析・考察

VTR⑦

VTR⑦は、子どもの安全を守るための健康管理や安全確保について解説。
指導監督基準の「第７ 健康管理・安全確保」に該当する。指導監督基準
に沿って、漏れなく８項目について解説している。
医薬品等の整備については、実物の画像を使用することでイメージがし

やすいように工夫している。
直接的に命に関わる乳幼児突然死症候群については、乳幼児が睡眠中の

画像を使っているが、必ず仰向け寝をしているものを使用する等、映像の
イメージ画像でも細心の注意をはらっている。
また、不審者対応、救命処置訓練の実施、賠償責任保険への加入等、万

が一の事態が発生した際に備えることも大切であることを伝え、もし事故
が発生した際には、都道府県等へ速やかに事実を報告するよう注意を促し
ている。

VTR⑧

VTR⑧は、利用者への情報提供について解説。指導監督基準の「第８
利用者への情報提供」「第９ 備える帳簿等」に該当する。
指導監督基準に沿って、サービス内容の掲示、利用者への書面交付、備

えるべき帳簿等について解説。
サービス内容の掲示では、内容が非常に多いためその１とその２に分け

て表で紹介。職員のローテーション表やその日保育にあたる保育従事者の
資格状況、数などをホワイトボードに掲示することも有効であることを紹
介している。
利用者への書面交付についても、義務付けられている内容を表で解説。

保育の実施前に保護者に対して保育従事者の氏名や保育士資格、都道府県
等への届出の有無等の情報を提供することが望ましいことも触れている。
最後に、帳簿等の整備では、職員に関する帳簿と児童の状況を明らかに

する帳簿、労働基準法等によって義務付けられている帳簿について解説。



Ⅴ．分析・考察

2．チェックリスト制作

36

チェックリスト種別 分析・考察

全体について

ヒアリング調査では、認可外保育施設の職員等からチェック
リストについて、
・定期的に振り返ることで、つい忘れてしまう漏れがちな業務
を再確認できると感じた。

・施設長だけでなく、多くの職員の目で確認できるので業務が
効率化できる。

・指導監督基準について、自分の理解に「思い込み」もあった
ことが分かった。

といった感想を聞けている。今回制作したチェックリストが、
各職員にとって使いやすい形であり、意識改善に資する内容に
なっていると考えられる。

１日に６名以上の乳
幼児が利用する施設

・
１日に５名以下の乳
幼児が利用する施設

指導監督基準の中で、毎年の立入調査において、基準に適合
していない項目として上位に挙げられる項目を抜粋している。
さらに、多大なコストや労力をかけず、各職員の意識付けによ
り改善できると考えられるものを中心にまとめている。
チェックリストで扱っている項目は、「第３ 非常災害に対

する措置」「第５ 保育内容」「第６ 給食」「第７ 健康管
理・安全確保」「第８ 利用者への情報提供」「第９ 備える
帳簿等」であり、この中から 17の項目について抜粋している。

ベビーシッターを
複数雇用する事業者

施設型の事業者において、基準に適合していない項目として
上位に挙げられる項目を参考とした上で、多大なコストや労力
をかけず、少しの意識付けにより改善できると考えられる事項
を中心にまとめた。
チェックリストで扱っている項目は、「第１ 保育に従事す

る者の数及び資格」「第３ 非常災害に対する措置」「第５
保育内容」「第７ 健康管理・安全確保」「第８ 利用者への
情報提供」「第９ 備える帳簿等」であり、この中から13の
項目について抜粋している。

個人の
ベビーシッター

施設型の事業者において、基準に適合していない項目として
上位に挙げられる項目を参考とした上で、多大なコストや労力
をかけず、少しの意識付けにより改善できると考えられる事項
を中心にまとめた。
チェックリストで扱っている項目は、「第１ 保育に従事す

る者の数及び資格」「第３ 非常災害に対する措置」「第５
保育内容」「第７ 健康管理・安全確保」「第８ 利用者への
情報提供」であり、この中から 10項目について抜粋している。

本事業で制作したチェックリストが認可外保育施設の職員にとって使いやすい形となってい
るか、意識改善に資する内容となっているかについての分析・考察を以下、記載する。



Ⅴ．分析・考察

３．リーフレット制作
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本事業で制作したリーフレットが、認可外保育施設の設置者を動画へつなげられているか、
認可外保育施設の職員が運営担当者へ改善を願う際に使用できるか、ベビーシッターマッチン
グサイトの運営者が新規登録のベビーシッターに対し注意を促すものとなっているか、指導監
督基準の入門書となっているか、という観点での分析・考察を以下の通り記載。

分析・考察

全体について

ヒアリング調査では、認可外保育施設の職員等からリーフレット
について、
・保護者にも広く手に取れるようになると勉強になり、保育施設を
選ぶ時に良いと思う。

・届出をしていないと保育料無償化の対象外になると初めて知った。
きっと知らないところが多いと思うので、早く配布したほうが良
いと思う。

・お金に係る文章が目立っているので、内容をみて運営が恐い
と感じてしまった。

といった感想を受けている。今回制作したリーフレットは、保育施
設を選ぶ保護者にとっても分かりやすいものであるという意見から、
指導監督基準の入門書となるだろう。かつ運営者に対しては指導監
督基準を満たさない場合のデメリットを強調して伝えることができ
ていると考えられる。

表面について

表面では、本事業で制作した映像２へ繋げるためのQRコードを
掲載している。映像の 紹介文内に「基準について学ぶ時間が取れ ず、
内容を把握することが難しいと感じられている方などは、映像とと
もに理解を深められます」と入れることで、指導監督基準を読むこ
とが 様々 な事情によって難しい方々を映像につなげるねらいがある。
また、「『認可外』だけど『何でもあり』じゃない！」の部分で

は、指導監督基準を守ることが大切であることを伝え、基準を守ら
ず子どもにとって悪影響を及ぼしてはならないことについてイラス
トを交えながら伝えている。

中面について

中面では、認可外保育施設での事故、基準を満たさないことによ
るデメリット、基準を満たすメリット、開設時のルールについて掲
載している。
認可外保育施設で働く職員は、運営者等へ改善を願う際、基準を

満たさないことによるデメリットや事故についての部分を見せるこ
とで、説明が可能である。
ベビーシッターマッチングサイトの運営者は、新規登録のベビー

シッターに対し、リーフレットの開設時のルール部分を見せること
で注意を促すことができるようになっている。
更に、本事業で制作したチェックリストが掲載されているページ

へ飛ぶことができ、日ごろの運営への意識についても見直すことが
できる内容となっている。



Ⅵ．成果の公表方法
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株式会社小学館集英社プロダクションが運営している自社公式サイトにて本報告書、及び、成
果物を掲載する。ただし、映像については厚生労働省YouTubeチャンネルにて公表する。

ＵＲＬ：https://www.shopro.co.jp/news/

日 付：2022年３月31日

題 名：『厚生労働省 令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業成果報告の公表』

■成果物は上記の公式サイトまたはYouTubeチャンネルにて公表

【成果物①】「【映像１】認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像」
（https://youtu.be/TWq77hlL6MI）

【成果物②】「【映像２】認可外保育施設指導監督基準についての解説映像」
（https://youtu.be/Vb-74YGN8mg）

【成果物③】「お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト
（１日に６名以上の乳幼児が利用する施設）」
（https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheck6.pdf）

【成果物④】「お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト
（１日に５名以下の乳幼児が利用する施設）」
（https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheck5.pdf）

【成果物⑤】「お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト
（ベビーシッターを複数雇用する事業者）」
（https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheckbaby.pdf）

【成果物⑥】「お忘れでないですか？～見落としがちな指導監督基準項目チェックリスト
（個人のベビーシッター）」
（https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheckindivi.pdf）

【成果物⑦】「リーフレット 認可外保育施設の運営のポイント」
（https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheckleaf.pdf）

https://www.shopro.co.jp/news/
https://youtu.be/TWq77hlL6MI
https://youtu.be/Vb-74YGN8mg
https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheck6.pdf
https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheck5.pdf
https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheckbaby.pdf
https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheckindivi.pdf
https://www.shopro.co.jp/news/220331/ninkagaicheckleaf.pdf
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１）認可外保育施設指導監督の指針についての解説映像
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Ⅶ．資料編

１．映像台本

２）認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

【スタジオ台本】
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１．映像台本

２）認可外保育施設指導監督基準についての解説映像

【VTR台本】
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２）認可外保育施設指導監督基準についての解説映像
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Ⅶ．資料編

２．チェックリスト

１）１日に６名以上の乳幼児が利用する施設
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２．チェックリスト

２）１日に５名以下の乳幼児が利用する施設
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Ⅶ．資料編

２．チェックリスト

３）ベビーシッターを複数雇用する事業者
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Ⅶ．資料編

２．チェックリスト

３）個人のベビーシッター
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Ⅶ．資料編

３．リーフレット
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【表面】
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３．リーフレット
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【中面】
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